
【飲食店の状況】

・７月２３日から休業

・７月２０日から７月２２日までの利用客 １日あたり７人程度

【感染対策の状況】

・体温測定 [利用客]未実施 [従業員]未実施

・マスク [利用客]飲食のため外している [従業員]着用

・消毒 入口、カウンターに設置。入れ替え毎に拭き上げ実施

【調査状況】

①従業員が濃厚接触者となったため現場調査ができない状況

②お店からの情報提供により、利用客へ電話確認中

※健康状態、接触状況を確認しPCR検査へ繋げる

【方 針】

積極的疫学調査を進め、ＰＣＲ検査を実施し、感染拡大防止に努める。

福島市内で発生した１７例目のクラスター（居酒屋）について
令和３年７月２８日

１ 発生状況（８名）

２ 飲食店の状況 ３ 調査状況と方針

No. 区 分 年 代 性 別 陽性判明日 概 要

① 従業員 30代 女 性 7月25日 医療機関を受診し、陽性判明

② 利用客 50代 女 性 7月25日 医療機関を受診し、陽性判明

③ 利用客 20代 男 性 7月26日 医療機関を受診し、陽性判明

④ 従業員 60代 女 性 7月27日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑤ 利用客 40代 男 性 7月27日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑥ 利用客 40代 男 性 7月27日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑦ 利用客 40代 男 性 7月27日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑧ 利用客 30代 女 性 7月27日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

4人から変異株“L452R”検出

この変異株によるクラスター

とみられる

【二次感染】

家族・知人 ４名



７月２７日 発表時

１３名

増加
従業員 ７名

利用客 ６名

本日（７月２８日）発表

１７名（＋４名）

知人・家族３名二次感染知人・家族３名二次感染

１６例目のクラスターの追加情報について
令和３年７月２８日

１ 追加情報

従業員 ７名

利用客 １０名(＋４名)



令和３年7月27日現在

福島市内における新規陽性者数の推移

新規陽性者数

最大 44.90
（人口10万人対）

ステージⅣ 25人以上

ステージⅢ 15人以上



※２つのグラフは横軸の数値が異なるため注意

福島市内における新型コロナウイルス発生状況の期間別比較

令和３年7月27日現在

【6月26日～7月27日発生状況】
○陽性者数 106人

○性別・年代別内訳

【１2月～２月５日発生状況】
○陽性者数 363人

○性別・年代別内訳



令和３年７月２７日現在

新型コロナウイルス新規陽性者における推定感染経路の期間別比較

（363人）

（106人）





福島市新型コロナウイルス陽性者の感染の特徴（6/26以降）
接待を伴う飲食店関係者間での感染の連鎖

学校

保育施設

家庭

接待を伴う飲食店関係者間での
感染の連鎖（ループ）

地域への広がり

職場今が職場、学校等の地域への感染の広がりを防ぐ

まさにターニングポイント（分岐点）

接待を伴う飲食店の従業員の方は
無料ＰＣＲ検査を！

接待を伴う飲食店利用者は相談を！

既に感染を確認

感染拡大の可能性（2・3次感染）

ｸﾗｽﾀｰ
Ａ

ｸﾗｽﾀ
ｰＢ

感染拡大を食い止めるにはａ

福祉施設

特 徴

対策Ａ 対策Ｂ

対策Ａ

対策Ｂ

（L452R）の感染も広がりつつある

①20～40代が多い

②感染経路の半数近くが飲食店

③接待を伴う飲食店から飲食店への広がりがみられる
（飲食店関係者間での感染の連鎖）

④飲食店から家庭への持ち込みがみられる

⑤感染力強い変異株（Ｎ５０１Ｙ）による感染である



新型コロナウイルスの変異であるデルタ株が本市でも確認され、急拡大しつつあります。

デルタ株は、従来株より感染力が強いアルファ株より更に感染力が強く、ワクチンがどの

程度効果があるか、まだ十分確認されていません。

ワクチンを接種した方も含めて、改めて警戒レベルを引き上げ、次の７項目には特に注意

して基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。

子どもたちへの感染は、休校や休園につながり、他の子どもたちや保護者にも大きな影響

が及びます。通学通園中のお子さんがいる家庭の方は、こうした面にも留意し、感染防止に

努めてください。

デルタ株急拡大
警戒情報



①マスクをせず、大人数での飲食を伴う懇親会や会合（特に夏休みやお盆を迎えての）は止めて
ください。

②マスクは不織布など飛散・侵入防止効果の高いものをしっかり着用してください。

③これまで以上に手洗い・消毒をこまめに人と人との間隔を広めにとってください。

④感染対策が徹底されていない飲食店等の利用は控えてください。

⑤首都圏等感染拡大地域との不要不急の往来は原則中止又は延期して下さい。
県境を越える帰省も極力控えてください。

⑥感染拡大地域からの来訪者との接触には、細心の注意を払ってください。

⑦感染の不安や体調の異変を感じたら、相談電話や医療機関に早めの相談・受診をしてください。

特に注意いただきたい７つの項目


